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研究成果の概要（和文）：本研究では、在来産業のうち酒造業を取り上げ、その近代化が都市形成に与えた影響
を日中で比較した。近世には都市の中心部で、住・工・商一体の複合的施設を拠点として小規模に成立した。複
数事業者が経営を行った場合でも、近代化の過程で統合され、住・工・商が空間的に分離され、大規模化したこ
とは日中で共通していた。
　日本の酒造業の大規模化には限界があったが，1990年代以降の中国では巨大化し、都市内に酒造関係の小都市
を成立させた宜賓や、都市全体を酒造業が占拠した茅台のような事例も確認された。一方で、良質な原料の確保
に加え、ブランド価値の維持が重要だったため、創業地に本拠を置き続けるという点は共通していた。
研究成果の概要（英文）：This research examined the modernization process of brewing industry and 
town formation in Japan and China comparatively. In premodern periods, several companied brewed in a
 town and the scale of house with factory and shop was relatively small. But in modern times the 
companies were united into one and the house, factory and shop were separated and became bigger than
 before. Though in Japan the brewing industry did not become so big and therefore the change of 
towns were limited in quality and quantity, in China after 1990’s the industry became enormous. But
 it was in common that the companies based their headquarters in the places of starting business.
研究分野：建築史・意匠
キーワード： 醸造業　前店後場　矛台　紹興　宜賓　窖　創業地　ブランド価値
  ２版
様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
1990 年代以降、国内の近世・近代都市史、
近代都市計画史は著しく進展した。しかし、
各分野はそれぞれ固有の価値観にもとづく研
究対象と視点を有していたため、互いに密接 
な関わりを持たずに研究を蓄積しつつある。
日本近世の城下町研究に即していえば、武家
地・町人地・寺社地といった都市の組成を丹
念に解明する研究こそ90 年代以降に進展し
たが、近代化への移行については、陣内秀信
（1985）や佐藤滋（1995）らの研究以降は、
江戸・東京を対象とした松山(2014)のような
若干の例外はあるものの、基本的には大きな
進展がみられない。 
本研究は醸造業のような、基盤とする旧市
街地・旧村落と密接な関わりを持ちつつ近代
化し、現代でも一定の規模と活力をもちつつ
存続している在来産業に注目することで、近
世から近・現代を連続的に捉え、近世・近代
都市史、都市計画史を統合する視点・方法を
確立することを目指した。 
応募者はこれまで、近世の武家地に関わる
研究（2002、2013［作事記録研究会］）、近
世に成立した町並みの調査（吉良川1996・真
壁2006・北京2008［北京四合院研究会］など）
に従事する一方、大学院生に近代都市史・都
市計画史の研究指導を行ってきた。しかし、
おのおのの研究で採用した研究の枠組みや方
法は微妙に異なり、統一的な視点・方法の必
要性を痛感してきた。一方、歴史的町並みの
中には酒蔵・醤油蔵などの醸造業遺構が存続
していることが多く、その規模の大きさから
現在でもまちづくりの重要な資源として期待
されているにも関わらず、都市史・建築史研
究による価値づけが不十分であるとも感じて
いた。 
指導した大学院生との研究には、野田（醤
油、中野茂夫2002）、中国・濾州及び宜賓（蒸
留酒、曽天然2013・2014）など醸造業に着目
した近代都市計画史研究の成果もあり、特に
院生と共に調査で訪れた瀘州・宜賓の状況が
野田と多くの共通点を有していることに驚か
された。しかし、それぞれは個別研究に留ま
っており、醸造業ひいては在来産業全体と近
世の都市・村落の近代化を総体として説明可
能できるような、より包括的な理論が構築可
能と考え、本研究計画を立案した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、在来産業の近代化が都市形成に
与えた影響に関する仮説、すなわち、在来産
業は 
Ａ：近世には都市・村落双方の中心部におい
て、住・工・商一体の複合的施設を拠点と
して、周辺村落から原材料の供給を受けな
がら小規模に成立し、複数の事業者が経営
を行う場合もあった。 
Ｂ：近代化の過程で複数事業者の経営を統合、
事業者も深く関与する基盤整備により住・
工・商の空間的分離を達成すると共に、旧
市街地・村落の郊外に中心を移動、空間的
にも大規模化し、 
Ｃ：最終的には旧市街地・旧集落を含み込む
大規模な近代都市を成立せしめ、他地域へ
の拠点の分散化を始めるが、その本拠を移
動させることは少なく、創業の地に存続し
続ける傾向がある。 
との仮説を立てて、日本・中国の在来産業、
とりわけ醸造業に着目して比較検討したもの
である。 
 
３．研究の方法 
日中それぞれで数都市の空間・史料調査に
もとづく詳細ケーススタディを実施すること
で、在来産業の近代化が都市に与えた影響を
検討した。 
ここでいう空間調査とは、近世段階の都市
域の確定と空間構造の把握、空間の近代化の
プロセス（特にインフラ・工場・住宅の立地）
の把握、歴史的醸造遺構の残存状況の把握と
一部の実測調査を、また史料調査は、近世か
ら近・現代にかけての都市を描いた絵図・地
図及び文献史料と企業活動の経緯に関する文
献史料の閲覧・撮影を意味している。 
 以上について、両国の概況を把握したうえ
で、比較を行った。 
 
４．研究成果  
 平成27年度には、研究協力者の参加を得て、
2015年5月から6月にかけての10日間にわたり、
主として中国浙江省紹興市、貴州省仁懐市茅
台鎮にて、現状の都市空間の調査を行うと共
に、2都市の博物館等で史資料の収集を実施し
た。中国の在来産業でも「前店後場」と呼ば
れる、住・商・工機能が一体化した複合的建
築形式が成立していたことが知られているが、
上記の都市ではこれらが分解しつつ近代化が
図られている様子が明らかになった。 
 また、茅台鎮では都市規模に対して酒造業
の規模が極めて大きく、都市全体にオフィ
ス・各種工場・倉庫等が展開して占拠するよ
うな様相を示していることが分かった。これ
に対し紹興では、酒造業の規模が小さく、工
場が郊外に移動して行ったこと、それでも本
社や博物館は旧市街地の創業の地に残り続け
ることが判明した。 
 国内では、伏見・灘の空間・史料調査を行
うとともに、この年度から醤油・酒の醸造業
が近世・近代に発達した茨城県石岡市の町並
み調査を実施することになったため、同市も
研究対象に加えることとした。研究成果とし
ては、四川省・宜賓市についての口頭発表を
行った。 
 平成28年度には、長崎県長崎市、兵庫県篠
山市篠山・福住、同県豊岡市豊岡・城崎、青
森県八戸市、北海道函館市、山口県柳井市・
岩国市における現地調査を実施するとともに、
関連する資史料の収集を行った。 
 研究成果としては、福岡大学で茨城県石岡
市の町並みに関する成果を口頭発表したほか、
中国四川省宜賓市を対象として取り上げた論
文が日本建築学会の論文集に掲載された。 
 平成29年度には、広島県竹原市、香川県小
豆島町（馬木）、岡山県真庭市（勝山町）、
石川県小松市・金沢市、富山県高岡市、にお
ける現地調査を実施するとともに、関連する
資史料の収集を行った。 
 研究成果としては、広島工業大学で開催さ
れた日本建築学会大会で茨城県石岡市・桜川
市（真壁町）・結城市の町並みに関する成果
を、中国天津で開催された東アジア建築史国
際会議で山西省五台山の山内集落に関する成
果をそれぞれ口頭発表した。 
 3ヶ年度の研究の結果、日中両国の共通点
と相違点が一定度解明された。両国ではとも
に近世（日本の江戸時代及び中国の明清期）
に酒造業が都市内部で盛んになり、その後近
代化に伴う醸造・販売施設の大規模化を経験
した。仮説で示したＡ・Ｂの展開は両国で一
定度共通していたことになる。しかし、日本
では醸造業のうち酒造業については大規模
化があまり進展せず、これを中核とした都市
の発達は限定的であった。醤油醸造（野田・
銚子）の場合は、これに比べると大規模化は
著しかったが、それでも中国に比べるとその
規模は限定的である。 
 中国では、1980年代から改革開放政策が実
施され、90年代の株式公開を経て、産業とし
て巨大化した。醸造施設自体も大規模したが、
中国の贈答の習慣と結びついていたため、特
に瓶詰めや包装の工程が重視され、関連工場
が大規模化した。そして、宜賓のようにこれ
らの施設群に加えて社宅なども取り込む形
で都市内に工業都市を独立させるような存
在になったもの、さらに進んで茅台のように
都市全体を占拠するようなものまでが生ま
れた。拠点の分散化が進展するのではないか
とした仮説Cの一部は棄却された。 
 しかし、日中いずれも創業地を離れないと
いう点では共通しており、これは生産に必要
な良質な原料（穀物・水）を得やすいという
理由以外にも商品のブランド価値を維持す
るという側面が強く作用したものと考えら
れる。日本の場合では、工場が都市を離れた
場合ですらも創業家の住宅や本社を創業地
に残した半田（酢醸造）の例が象徴的だが、
創業家を顕彰できない中国の場合でも、古く
からの「窖」（原酒を生産するための発酵用
の穴）は現在も大切に保存・活用されている。 
 ただし、本研究は限られた事例の検討に終
始せざるを得なかった。今後も引き続き研究
を続けていきたい。 
 なお、本研究の中国都市についての中心的
な協力者であった曽天然氏が、この研究をベ
ースに博士論文「中国白酒醸造業の近代化と
都市形成の関係：瀘州、宜賓、茅台を主な事
例として」を書き上げ、博士（工学）学位を
2015年度に取得したことも副次的な成果と
して記しておきたい。 
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